
プ
ン
以
来
、
人
気
が
高
い
。

回
生
田
区
中
山
手
通
２
丁
目
１
０
９
（
ト

ア
ロ
ー
ド
、
川
北
病
院
南
、
東
へ
入
ル
）

麓
３
３
１
１
３
５
３
６
５
”
犯
Ｐ
Ｍ
Ｉ

犯
如
ｍ
Ａ
Ｍ

☆
気
さ
く
な
お
店
で
す

テ
ン
ポ
イ
ン
ト

最
近
の
競
馬
ブ
ー
ム
は
す
ご

い
ば
か
り
。
フ
ァ
ン
で
な
く
て

も
、
あ
の
名
馬
テ
ン
ポ
イ
ン
ト

の
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る

馬
が
大
好
き
と
い
う
マ
マ
が
あ

の
名
馬
に
あ
や
か
っ
て
〃
テ
ン

ポ
イ
ン
ト
〃
と
い
う
店
を
、
昨

年
ｎ
月
に
三
宮
で
オ
ー
プ
ン
し

た
。
開
店
以
来
、
名
馬
よ
る
し

フ
好
き
で
、
話
題
に
事
欠
か
ず

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
一
段
と
味

わ
い
も
増
す
。
タ
レ
は
マ
ル
秘

の
独
特
な
も
の
で
、
季
節
に
よ

り
珍
し
い
野
菜
・
山
菜
の
つ
け

合
せ
が
い
い
。

こ
の
他
に
ス
ッ
ポ
ン
料
理
や

ぼ
た
ん
鍋
も
や
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
予
約
が
必
要
。

☆
食
通
に
評
判
の
有
馬
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

有
馬
温
泉
の
中
の
坊
、
有
馬

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
内
に
あ
る
、

「
ふ
る
里
」
で
は
最
高
級
の
神

戸
肉
を
使
っ
た
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
が
大
好
評
。
近
く
に
ゴ
ル
フ

場
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ゴ
ル
フ

帰
り
の
お
客
様
が
多
い
。
そ
れ

に
、
こ
こ
の
マ
ス
タ
ー
が
ゴ
ル

函
一

左端が馬好きのママ

シックなカルチェ色のＢＡＲ

亜毎 びっと･ いん

歩

」
1 ｓ．芋や

１J．、上

美味そうな神戸肉
今

麟脅竹
の
風
味
が
楽
し
め
る
「
さ

さ
酒
」
が
風
情
を
そ
え
て
く
れ

る
。
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
後
は
、

梅
ぞ
う
す
い
で
仕
上
げ
る
の
が

☆
ヤ
ッ
ホ
ー
と
呼
ん
で
み
よ
う

工
芸
作
家
の
畑
マ
ス
子
さ
ん

が
、
元
町
文
化
学
院
の
陶
芸
教

室
で
一
番
弟
子
だ
っ
た
神
河
和

子
さ
ん
と
共
同
経
営
で
ス
ナ
ッ

ク
を
始
め
た
。
誰
で
も
覚
え
や

す
い
よ
う
に
と
〃
ヤ
ッ
ホ
ー
″

皿
類
、
箸
置
き
、
コ
ー
ス
タ

ー
は
二
人
の
手
作
り
の
焼
き
物

で
、
メ
ニ
ュ
ー
で
は
〃
ヤ
ッ
ホ

ー
焼
き
″
が
好
評
だ
。

文
化
人
や
ら
い
ろ
ん
な
人
が

集
ま
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
畑

さ
ん
、
神
河
さ
ん
も
陽
気
に
唄

う
。
賑
や
か
な
、
そ
れ
で
い
て

寛
ぎ
の
雰
囲
気
が
あ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
店
と
し
て
昨
年
七
月
オ
ー

霊
》
》
》
》
》
癖
》
》
》
鍔
》

噂

‘'胤ｳﾄ
咽

く
快
調
な
走
り
ぶ
り
。
ま
だ
第

一
コ
ー
ナ
ー
を
廻
っ
た
ぱ
か
り

だ
が
、
「
気
さ
く
で
、
明
る
く

っ
て
手
ご
ろ
な
お
値
段
」
と
い

う
こ
と
で
、
大
変
な
評
判
。

フ
ァ
ン
な
ら
マ
マ
と
競
馬
談

義
を
し
な
が
ら
杯
を
重
ね
る
と

よ
い
。カ

ラ
オ
ケ
も
あ
り
、
歌
っ
て

良
し
、
飲
ん
で
良
し
の
神
戸
の

新
し
い
溜
り
場
に
な
り
そ
う
だ

生
田
区
加
納
町
４
丁
目
パ
レ
北
野
坂
４
Ｆ

衝
麺
１
２
６
２
４

蕊

騨迩

１
１４３
１

お
な
じ
み
の
プ
チ
お
る
ご

－
る
の
姉
妹
店
と
し
て
、
Ｋ

Ｓ
Ｍ
ピ
ル
の
６
階
に
「
Ｂ
Ａ

と
値
段
は
安
く
、
気
軽
に
楽

し
め
る
店
。

ち
ょ
っ
と
し
た
料
理
が
あ

っ
た
り
、
マ
マ
を
は
じ
め
、

女
の
子
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り

の
さ
わ
や
か
さ
が
受
け
て
い

る
。
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
下

さ
い
。
多
分
と
り
こ
に
な
る

で
し
ょ
う
。

八
姉
妹
店
Ｖ

プ
チ
お
る
ご
ｌ
る
／
Ｋ
Ｓ
Ｍ
ピ
ル

２
Ｆ
麓
３
３
２
１
２
６
８
０

級
ム
ー
ド
。
し
か
し
、
意
外

カ
ル
チ
ェ
色
で
統
一
さ
れ

た
店
内
は
、
ル
イ
王
朝
風
の

シ
ッ
ク
で
、
落
ち
つ
い
た
高

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

麓
３
９
２
１
３
６
８
０

生
田
区
下
山
手
通
２
丁
目
７
１
１

Ｋ
ｓ
Ｍ
ピ
ル
６
Ｆ

Ｒ
お
る
ご
－
る
」
が
昨
年
に

Ｂ
Ａ
Ｒ
お
る
ご
Ｉ
る

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

鍾職 田

‘勝識蕊鍵感駿？溌愈識”錘
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学
校
、
職
域
団
体
に
深
く
普
及

前
に
は
生
田
神
社
で
神
前
奉
告

学
校
、
職
域
団
体
に
深
く
普
及

発
展
し
て
き
た
。

大
会
は
、
同
協
会
の
代
表
選

手
を
招
致
し
て
盛
大
な
空
手
道

の
祭
典
と
な
る
模
様
で
、
開
会

前
に
は
生
田
神
社
で
神
前
奉
告

祭
を
と
り
行
な
い
、
指
導
の
あ

っ
た
岡
崎
真
一
、
阪
本
勝
、
原

口
忠
次
郎
、
小
国
豊
、
飛
田
昌

久
各
氏
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
。

戸
二
紀
展
の
妬
周
年
記
念
展
が
部
は
省
略
。

２
月
中
旬
、
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
そ
の
後
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
、
さ
ん
ち
か
広
が
続
い
た
が
、
「
妬
周
年
記
念

場
で
開
か
れ
た
が
、
焔
日
夜
、

鑑
蕊
嬉
蕊
蕊
識
蹟
撫
鯉
聯
灘
綱
舗

一
…
Ｉ
ｊ
妻
よ
た
」
（
佐
藤
廉
さ
ん
）
な
ど
と

て
行
わ
れ
た
。

☆
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
合
区
）
元
町
画
廊
賞
・
上
西
良
一
（
北
区
）

神
戸
帝
年
会
議
所
賞
・
西
田
洋
一
郎
（
宝

閲
周
年
記
念
二
紀
展

今
年
で
妬
回
目
を
迎
え
る
神
輝
姉
匪
鋤
距
講
評
耐
吾
塑
塗
劫
鐸
軒
唖

１
１４４
１

ボ
ケ
ボ
ケ

冊§斤I ま女性にも人気の商い空手

鵬
十
五
周
年
ご
支
擬
感
謝
″

挺
生
日

す
べ
て
の
人
に
、
年
に
一
度
必
ず
め

ぐ
っ
て
く
る
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

こ
の
記
念
の
日
は
み
な
さ
ん
が
、
白

分
が
こ
の
世
で
多
く
の
力
や
多
く
の
人

々
に
よ
っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
あ
り

が
た
さ
を
感
謝
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
生
か
さ
れ
て
い
る
感
謝
の
気
持
を
、

社
会
に
目
を
広
げ
、
ち
え
お
く
れ
の
問

と
し
題
を
他
人
ご
と
と
し
な
い
で
わ
が
こ
と

と
し
て
瀞
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
う
発
想
の
も
と
に
生
ま
れ
た

の
が
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
で

緬
詫
趣
準
騨
総
託
鮭
識

字
級
の
担
任
た
ち
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

て
、
巡
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
昭

和
四
十
年
五
月
八
日
で
し
た
。
こ
の
五

月
八
日
で
満
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

に
よ
っ

Iま
､

次
の
よ

年
記
念
行
事
を
行
な
い
ま

発
行

歩
み

の
展
望
や
課
題
を
煮
と
め
ま

こ
の
運
動
を
支
え
る
全
国
各

と
今
後

す
。
特
に

地
の
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
執
筆
で
編
築
さ
れ

て
い
る
の
が
、
ひ
と
つ
の
特
長
で
す
。

Ｂ
十
五
周
年
妃
念
展
示
会

五
月
八
日
（
木
）
’
五
月
十
三
日
（
火
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ｌ
シ
ョ
ン
こ
う
べ

１
十
五
年
の
歩
み
の
写
真
展
示

２
ち
え
お
く
れ
の
問
題
を
中
心
に
し
た

福
祉
関
係
図
誓
の
展
示

十
五
周
年
記
念
行
事
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

延
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

既
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

電
話
二
五
一
・
八
一
六
一
内
三
一
六
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定
時
制
の
武
庫
川
高
校
を
”

年
、
夙
川
短
大
で
３
年
教
壇
に

立
ち
、
並
行
し
て
い
た
作
家
活

動
か
ら
こ
の
程
一
本
立
ち
脱
サ

ラ
初
の
個
展
が
２
月
弱
日
’
３

月
８
日
ま
で
元
町
画
廊
で
開
か

れ
た
。
現
代
彫
刻
の
石
の
造
型

で
は
第
一
線
の
作
家
で
あ
る
山

口
牧
生
さ
ん
の
、
石
を
愛
す
る

心
が
作
品
の
い
ず
れ
に
も
浸
透

し
て
い
る
。
何
も
語
ら
な
い
石

に
、
語
り
か
け
た
く
な
る
石
。

石
の
心
を
知
り
、
ひ
か
え
て
相

手
を
生
す
、
忘
れ
ら
れ
た
日
本

５
月
公
演
／
ブ
レ
ヒ
ト
連
続
上
波

Ｎ
Ｏ
ｃ
４
「
処
睡
」

劇
団
ど
ろ
／
神
戸
市
兵
庫
区
大
開
通
４
１

７
１
４
麓
５
７
６
１
６
４
８
８

☆
大
丸
前
歩
行
者
天
国
に

ス
ト
リ
ー
ト
・
バ
ン
ド
出
現

神
戸
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
ブ
（
Ｋ
Ｄ
Ｊ
Ｃ
）
の
第

ｎ
回
例
会
は
、
４
月
”
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
元
町
の
神
戸
ヤ

マ
ハ
５
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

が
、
Ｋ
Ｄ
Ｊ
Ｃ
で
は
、
広
く
ジ

ャ
ズ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
例
会
に
先
だ
ち
１
時
か
ら

大
丸
前
歩
行
者
天
国
に
ス
ト
リ

ー
ト
。
バ
ン
ド
を
繰
り
出
す
こ

と
を
企
画
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
バ

ン
ド
と
は
、
か
つ
て
本
場
ニ
ュ

ー
オ
リ
ン
ズ
で
み
ら
れ
た
演
奏

ス
タ
イ
ル
で
、
ジ
ャ
ズ
の
発
祥

は
こ
れ
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ラ

ン
ブ
ラ
ー
ズ
と
、
キ
ャ
ッ
ス
ル

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
２
つ
の
ア
マ

チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
が
演
奏
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
２
時

か
ら
の
例
会
に
出
演
す
る
他
の

記
念
公
演
は
秋
に
予
定
さ
れ

て
お
り
、
機
関
紙
も
発
行
。
神

戸
に
根
づ
く
演
劇
活
動
に
期
待

し
た
い
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
今
回
は
５

月
弱
日
（
日
）
武
庫
川
学
院
甲

子
園
会
館
八
元
甲
子
園
ホ
テ

ル
Ｖ
で
開
催
さ
れ
る
。

☆
受
け
手
の
空
間
造
型

山
口
牧
生
展

牧
生
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た
。

「
今
、
人
々
は
自
己
主
張
を
し

て
、
飛
び
出
そ
う
飛
び
だ
そ
う

と
し
て
い
る
。
僕
は
人
が
話
し

か
け
る
も
の
を
受
け
と
め
る
作

品
、
つ
ま
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
な

い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
受
け
身
の
も

の
を
創
り
た
か
っ
た
。
現
代
の

人
々
が
持
っ
て
い
る
悩
み
や
哀

し
み
を
吸
い
と
り
紙
の
よ
う
に

取
っ
て
く
れ
る
彫
刻
を
」
と
。

145

＆

劇団どろの公演

そ
し
て
引
き
続
き
開
か
れ
る

例
会
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
妬

年
ぶ
り
に
帰
国
中
の
右
近
雅
夫

さ
ん
が
出
演
す
る
予
定
。
右
近

さ
ん
は
幻
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー

と
も
呼
ば
れ
、
日
本
の
ア
マ
チ

ュ
ア
・
デ
キ
シ
ー
界
に
測
り
知

れ
な
い
貢
献
を
し
た
人
。

ま
た
Ｋ
Ｄ
Ｊ
Ｃ
で
は
、
昨
年

廻
月
に
開
い
た
例
会
の
模
様
を

Ｌ
Ｐ
化
し
、
４
月
妬
日
に
限
定

発
売
す
る
。
こ
の
Ｌ
Ｐ
「
デ
キ

シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
・
パ
ー
テ

ィ
」
に
は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

・
ラ
ス
カ
ル
ズ
や
リ
バ
ー
サ
イ

ド
・
ラ
ン
ブ
ラ
ー
ズ
の
他
、
薗

田
憲
一
と
デ
キ
シ
ー
キ
ン
グ
ス

が
参
加
。
Ｋ
Ｄ
Ｊ
Ｃ
の
Ｌ
Ｐ
制

作
第
一
弾
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ

ザ
イ
ン
は
バ
ン
ジ
ョ
ー
奏
者
で

も
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
デ
ザ
イ
ン

室
長
の
大
森
重
志
さ
ん
が
担

当
。
二
千
円
。

ま
た
巧
回
目
を
迎
え
る
全
日

本
デ
シ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
。

演
奏
者
が
加
わ
る
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
起
こ
り
そ
う
。

山口秒牟罷. ｋり

蕊
込

ｙ
ｌ

リバーサイド・ランプラーズ

☆
県
立
近
代
美
術
館

覗
唾
仙
顕
年
記
念
・
鐘
〃
到
肝
５
／
犯

☆
西
宮
大
谷
記
念
美
術
館

嘩
唾
銅
謡
瀞
砺
緬
薙
拝
癖
》
ｗ
》
〆
》

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

蝿
匹
荒
家
五
人
堰
懲
唾
爆
酔

越
前
焼
陶
芸
展
４
／
”
１
４
／
”

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
手
前
女
子
大
美
術
潔
醒
１
４
／
塑

畦
獅
鋤
鋼
蛎
樟
唖
紳
劃
嘩
娠
１
４
／
露

４
／
妬
１
５
／
２

☆
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
樗
鎮
麺
鋤
桐
握
”

☆
Ｃ
Ｉ
ｒ
亜
Ｙ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

霊
評
織
噸
犀
網
〃
祁
皿
“
″
皿

★
東
門
画
廊

幡
癖
癖
評
織
砕
挫
〆
型
、
坐
〃
》

寺
川
隆
個
展
４
／
調
１
５
／
４

☆
あ
じ
さ
い
画
廊

綴
響
雛
“
〃
秤
塾
″
皿

☆
芦
屋
ギ
ャ
ル
リ
ー
リ
ベ
る
て

カ
シ
ニ
ョ
ー
ル
版
画
展

☆
そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

米
倉
斉
加
年
絵
本
原
濯
４
１
４
／
９

撫
鯛
雛
画
習
雅
趣
腿
忽

納
健
個
展
４
／
弱
１
４
／
釦

☆
大
丸
神
戸
展
美
術
画
廊

山
本
大
慈
日
本
画
新
潅
３
１
４
／
８

癖
撫
鯛
鯛
畔
坪
糊
瀞
》

謹
蕊
議
鐙
霊
／
・

☆
三
越
神
戸
店
美
術
画
廊

本
橋
富
美
夫
日
本
画
堰
／
８
１
４
／
超

ポ
ー
ル
・
ギ
ヤ
マ
ン
、
メ
ル
サ
ー
ド
・

ベ
ル
ベ
三
人
展
４
／
妬
１
４
／
”

隠
至

美
術

ガ
イ
ド

雛
溌、

毎Ｆ
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．
０
０
．
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
０
●
６
．
１
０
．
１
．
９
８
凸

幸
一
Ⅱ
１
０
．
Ⅱ
Ⅱ
●
１
０
０
０
０
●
日 明

日
に
つ
な
げ
よ
う

１
４６
１

『

●
六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
「

★
作
家
の
邦
光
史
郎
、
田
中
阿
里
子
夫

妻
が
、
京
脇
、
官
茄
堂
の
北
隣
り
へ
転

居
さ
れ
ま
し
た
。
葡
陸
所
は
〒
恥
京
都

市
左
京
低
浄
土
寺
真
如
町
一
の
十
三

種
（
○
七
五
）
七
五
二
－
○
や
八
》
｜

★
パ
リ
で
活
躍
中
の
画
裳
爵
相
和
氏
が
一

・
山
田
秀
子
さ
ん
と
４
月
中
旬
帰
国
さ
れ
・

一
元
町
画
廊
で
〃
鄭
相
和
展
〃
を
開
稚
す
一

る
予
定
で
す
。

★
神
戸
新
凹
学
芸
部
の
新
部
長
に
、
三

一
》
》
綱
》
胴
燃
糾
噸
側
一

・
プ
ル
〈
妬
ケ
悶
参
抑
）
神
一
星
又
部
花
展

が
４
月
３
円
１
５
日
担
衆
園
会
館
で
開

か
れ
ま
す
。
神
戸
支
部
会
ロ
ラ
ヶ
ラ
ッ
｜

ク
・
ス
ミ
花
展
委
員
長
／
蓮
海
充
子

★
Ｋ
Ｋ
ウ
ィ
ン
ザ
‘
‐
〈
山
田
六
郎
社
長

一
》
唯
》
抑
》
州
鋤
叫
蝉
娠
岬
》
》
い
》

ィ
が
開
か
れ
ま
す
。

☆
ク
リ
エ
テ
ィ
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
．

｜
蝋
鶴
》
撚
鱗
帆

筒
（
○
七
八
〉
一
一
三
二
－
一
九
○
○
サ

ン
企
画
Ｋ
Ｋ

★
カ
メ
ラ
マ
ン
の
春
田
佳
章
さ
ん
が
、

永
年
の
官
舎
生
活
に
サ
ョ
ナ
ラ
し
て
下

一
柵
酬
縦
慨
鯨
蝿
榔
縦

一
え
る
店
で
す
。
〒
雌
神
一
鼻
巾
兵
庫
区
下

沢
通
４
丁
目
５
・
わ
（
風
見
鶏
第
１
フ

ラ
ワ
‘
・
館
２
階
２
０
３
号
麓
（
○
七
八
）

五
七
七
１
六
四
貢
）

｜
★
ア
，
，
ト
ブ
ラ
ワ
ー
の
山
下
桃
彩
さ
ん

一
八
漉
彩
会
Ｖ
の
神
一
層
叡
室
が
４
月
１
日

よ
り
移
糧
。
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
６

｜
恥
鰹
鶏
需
確
濯
淵
、
岬

一
獅
獅
蝿
灘
鱗
欄
鐸
訓
”
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ｑ
０
０
Ｄ
６
０
０
０
、
＄

函

ル
イ
ザ
デ
イ
グ
レ
ジ
ー
、
ポ
ー

シ
ャ
ル
の
高
級
プ
レ
タ
を
約
三

十
点
紹
介
。
田
崎
真
珠
も
パ
ー

ル
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
さ
り
げ
な

く
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
。

リ
ザ
サ
ロ
ン
の
５
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
、
と
て
も
優
し
く
神

戸
ら
し
い
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

☆
帥
春
サ
ノ
ヘ

キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ェ
ア

元
町
一
番
街
の
ヌ
ー
ベ
ル
・

サ
ノ
ヘ
で
お
待
ち
か
ね
初
春
の

キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ェ
ア
が
、
三
月

七
日
と
八
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
午
後
１
時
と
３
時
釦
分
一
一

回
ず
つ
開
か
れ
た
。

今
回
の
出
品
ブ
ラ
ン
ド
は
、

田
崎
真
珠
と
仲
良
く
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ジ

ュ
エ
リ
ー
の
出
会
い
を
、
二
回

の
シ
ョ
ー
で
展
開
。
共
に
本
も

の
志
向
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
見
せ
て
好
評
だ
っ
た

リ
ザ
の
作
品
傾
向
は
ソ
フ
ト

な
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
で
天
然
素

材
を
活
か
し
た
女
っ
ぽ
い
も
の

が
多
く
、
ピ
ル
ダ
ジ
ュ
ー
ル
、

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
生
田
区
西
町
に
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
石
像

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
さ
あ
、

そ
の
重
さ
を
当
て
ま
し
ょ
う
Ｉ
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
ス
ヌ

ー
ピ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
当
た
る
ク
イ

ズ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
３
月
鋤
日
Ｉ

４
月
６
日
ま
で
元
町
本
店
悪
セ
ン
タ
ー

街
店
、
さ
ん
ち
か
店
、
大
丸
、
そ
ご
う

の
各
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
応
募
用
紙
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
発
表
は
４
月
四
日
、

各
店
頭
で
。

★
４
月
、
日
、
元
町
３
丁
目
の
屈
月
堂

ホ
ー
ル
で
も
と
ま
ち
寄
席
「
恋
雅
亭
」

が
あ
り
ま
す
。
出
演
は
桂
米
朝
、
林
家

染
二
他
。
席
料
千
円
、
６
時
半
よ
り
。

☆
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
北
野
ク

ラ
ブ
で
は
ご
婦
人
の
た
め
に
キ
タ
ノ
ク

イ
ン
ズ
ラ
ン
チ
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

４
月
の
メ
ー
ー
ュ
ー
は
魚
の
テ
リ
ー
ヌ
、

ポ
テ
ト
ス
ー
プ
、
若
鶏
の
ソ
テ
ー
パ
ス

ク
風
、
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
キ
ウ
イ
と

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
メ
ル
パ
風
、
コ
ー

ヒ
ー
に
プ
テ
ィ
フ
ー
ル
。
税
サ
込
み
で

３
０
０
０
円
で
す
。
親
し
い
お
友
だ
ち

と
お
喋
り
を
楽
し
み
な
が
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
（
予
約
。
雷
２
３
１
‐
２

２
５
１
担
当
坂
本
ま
で
）

☆
京
町
筋
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
は
入
学
、
入
社
シ
ー
ズ
ン
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
好
適
品
を
多
数
品
揃
え
し

て
い
ま
す
。
色
も
カ
ラ
フ
ル
で
と
に
か

く
便
利
な
も
の
ば
か
り
、
ぜ
ひ
一
度
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

麓
３
９
１
１
７
７
４
６

★
お
祝
い
事
の
多
い
春
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
特
別
〆
一
百
Ｉ
「
乾
杯
」
を

お
勧
め
し
ま
す
。
ス
テ
ー
キ
の
コ
ー
ス

で
税
・
サ
込
１
万
円
。
記
念
に
ご
利
用

の
お
客
様
に
お
食
事
中
の
カ
ラ
ー
写
真

を
そ
の
場
で
写
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
４

月
釦
日
ま
で
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
宙
３
３
１
１
８

１
１
１
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
衝
８
９
１
１
０
３

３
３
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
地
階
に

あ
る
パ
ー
「
マ
ー
メ
イ
ド
」
で
は
４
月

１
日
Ｉ
塑
日
の
期
間
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
ま

つ
り
を
実
施
。
パ
ラ
ン
タ
イ
ン
、
ス
ー

パ
ー
ニ
ッ
カ
が
６
千
円
よ
り
。

☆
優
し
く
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
な

リ
ザ
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

春
に
先
が
け
た
２
月
型
日
、

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
の
リ
ザ

・
サ
ロ
ン
神
戸
本
店
が
、
〃
Ⅷ

ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
春
夏
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
〃
を
開
催
。
今
年
の
趣
向

は
、
同
じ
神
戸
に
本
社
を
持
つ

神戸百店会
だより

サノヘはもう秋の気配

真珠との出合い。リザのショー

８
日
か
ら
焔
日
ま
で
、
同
じ
く

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
東
館
２
Ｆ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い
で
、
書

と
陶
芸
展
を
開
く
。

書
は
か
な
の
出
口
草
露
さ
ん

の
か
け
軸
、
色
紙
、
短
冊
で
陶

器
は
京
焼
き
木
村
盛
伸
さ
ん
の

も
の
。
食
器
を
中
心
と
し
て
「
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に
移
っ
て
か
ら

こ
れ
が
第
１
回
目
」
と
藤
原
有

社
長
も
は
り
き
っ
て
い
る
。

淡
州
堂
／
麓
３
３
１
１
８
７
５
８

ロ
画
の
諺
両
国
両
国
．
国
。
ロ
国
⑳
シ
－

ｍ
宛
国
．
而
画
○
津
両
国
Ｆ
﹈
シ
○
の
，

ご
画
詞
。
○
・
缶
い
い
缶
く
○
ぐ
屑
毎
画

目
”
Ｈ
○
○
弓
．
跨
国
国
衿
詞
○
ぐ
胃
旧
‐

５
国
．
○
○
口
目
ロ
殉
国
．
閉
門
耐
肖
シ
ー

神戸在住出口草露さんの
罫より「しんじっＩ

１
１４７
１

闇

ｚ
画
少
弓
弓
辰
の
な
ど
の
作
品

一
七
四
点
で
内
容
的
に
は
和
ｌ

Ⅲ
へ
の
秋
冬
も
の
。
こ
の
シ
ョ

ー
の
サ
ン
プ
ル
商
品
を
お
客
が

予
約
発
注
す
る
と
い
う
お
な
じ

み
の
趣
向
。

ブ
ラ
ウ
ス
と
セ
ー
タ
ー
、
カ

ー
デ
ィ
ガ
ン
ス
ー
ツ
、
ツ
ー
ピ

ー
ス
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
コ
ー
ト
、

イ
ヴ
ニ
ン
グ
ト
レ
ス
や
、
ブ
ル

ゾ
ン
な
ど
多
彩
に
、
し
か
も
サ

ノ
ヘ
ら
し
い
セ
レ
ク
ト
で
、
都

関
氏
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
落
ち
つ

い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
雰
囲
気

の
サ
ロ
ン
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

☆
淡
州
堂
が

「
書
と
陶
芸
」
展

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
２
Ｆ

の
陶
芸
専
門
店
淡
州
堂
が
４
月

議鍵
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蒜

■言
二寺
漣誌
I揮
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■

１

一 一 画

八 い Ｉ ． ” Ｕ 申 ５ 戸 ￥ ’ ０ １ ０ ’
中 司 出 Ｆ 冨 庁 卜 も

弓 。

爵

函

毒
沫
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芳
、
詳

剖
舜
一
>
ト
コ
ロ
ト

ﾉ
ー

－
由

､
＋

ベ
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マ

曲
Qう、↓

塾
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１
１４９
１

４

は
ま
る
で
書
斎
の
よ
う
だ
、
店
の
中
央
、
一
段
と
高
く
な
っ
た
床

の
上
に
は
、
寝
台
ほ
ど
も
あ
る
両
袖
の
机
が
ど
っ
し
り
と
固
定
さ

れ
、
店
主
は
そ
れ
に
両
肘
を
つ
い
て
新
し
い
客
の
顔
を
に
ら
み
つ

け
る
の
だ
。
だ
が
、
彼
の
坐
っ
て
い
る
椅
子
が
あ
ま
り
に
も
低
す

ぎ
る
の
か
、
彼
の
体
は
机
の
横
に
ま
わ
ら
な
い
と
ほ
と
ん
ど
見
え

な
い
。
彼
が
腰
掛
け
て
い
る
物
体
が
、
墓
場
か
ら
堀
り
出
さ
れ
た

枢
に
ち
が
い
な
い
と
、
ぼ
く
が
判
断
す
る
の
は
、
そ
の
長
い
六
面

体
の
側
面
に
は
、
何
や
ら
人
の
名
前
が
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
上
に
附
着
し
た
腐
っ
た
枯
葉
や
土
が
、
そ
れ
を
読
み
づ
ら
く
し

て
い
る
か
ら
だ
。
棺
桶
に
坐
っ
た
店
主
は
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
痩
せ

こ
け
て
い
て
、
皮
肉
な
目
付
の
上
で
眉
を
寄
せ
、
お
も
む
ろ
に
、

八
そ
れ
で
、
君
は
扉
の
文
字
を
全
部
読
ん
だ
の
か
。
Ｖ
と
聞
い
た
。

八
え
え
、
全
部
読
み
ま
し
た
。
Ｖ
八
そ
れ
は
ま
た
何
の
た
め
に
。
Ｖ

八
ぽ
く
に
は
、
数
か
国
語
が
完
全
に
読
め
る
と
い
う
自
信
が
あ
り
、

ま
ず
第
一
に
そ
の
自
身
を
試
し
た
い
と
い
う
気
持
の
た
め
と
、
も

う
一
つ
は
、
ぼ
く
は
ま
だ
若
く
て
、
今
の
う
ち
は
旅
行
ば
か
り
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
仕
事
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
ら
、
小
説
家
に
で
も
な
っ
て
み
よ
う
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
Ｖ

八
そ
れ
は
ま
た
立
派
な
志
だ
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
わ
し

は
君
に
は
何
も
売
る
訳
に
は
い
か
な
い
ね
。
こ
の
店
は
、
文
字
を

愛
す
る
、
わ
が
最
良
の
読
者
の
た
め
に
開
か
れ
た
店
だ
か
ら
だ
。

彼
ら
は
文
字
を
愛
し
、
作
家
を
無
条
件
で
尊
敬
し
て
い
る
。
読
者

の
文
学
に
対
す
る
愛
情
の
深
さ
は
、
作
家
や
詩
人
以
上
だ
。
な
ぜ

な
ら
、
彼
ら
は
文
字
を
読
む
こ
と
し
か
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
だ

霞
も
の
を
書
く
人
間
は
ち
が
う
。
彼
は
文
字
を
読
む
以
上
に
事

実
を
読
ん
で
し
ま
う
。
書
く
こ
と
は
、
い
わ
ば
事
実
を
読
む
こ
と

だ
。
そ
う
す
る
と
、
い
き
お
い
文
字
を
憎
み
だ
す
と
い
う
も
の

だ
。
も
の
書
き
は
言
葉
を
憎
み
な
が
ら
言
葉
を
書
く
。
だ
か
ら
次

か
ら
次
に
新
し
い
文
字
を
書
い
て
ゆ
く
の
だ
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は

以
前
に
書
い
た
言
葉
に
対
す
る
憎
し
み
の
念
か
ら
だ
。
そ
う
い
う

不
幸
な
状
態
に
な
る
と
、
本
を
恋
人
の
よ
う
に
抱
き
し
め
て
眠
る

こ
と
な
ど
不
可
能
で
、
毎
夜
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
言
葉
と
格
闘

し
、
眠
っ
た
と
こ
ろ
で
夜
中
に
文
字
に
叩
き
起
こ
さ
れ
、
死
ん
で

も
死
に
切
れ
ぬ
無
念
の
た
め
に
、
こ
の
わ
し
の
よ
う
に
棺
桶
を
破

八
恋
Ｖ
を
売
っ
て
い
る
店
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
程
歩
く
と
、
大
き

な
八
世
界
Ｖ
と
い
う
看
板
が
見
え
て
く
る
。
黒
い
髪
の
少
女
に
聞

く
と
、
そ
こ
に
入
る
に
は
完
全
武
装
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

マ
シ
ン
ガ
ン
や
手
摺
弾
に
身
を
固
め
た
客
た
ち
が
、
二
十
メ
ー
ト

ル
程
助
走
し
て
、
ガ
ラ
ス
戸
を
ぶ
ち
破
り
な
が
ら
店
内
に
突
入
す

る
そ
う
だ
。
だ
が
、
今
ま
で
に
そ
の
店
か
ら
八
世
界
Ｖ
を
買
っ
て

帰
っ
た
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
八
世
界
Ｖ
が
は
た
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
の
か
、
知
る
人
も
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ

の
店
か
ら
は
無
事
帰
還
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
に
近
い
。
な
ぜ
な

ら
、
八
世
界
Ｖ
を
買
い
に
入
っ
た
客
に
店
の
主
人
が
売
り
つ
け
る

の
は
憎
し
み
ば
か
り
だ
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
客
ど
う
し
が
殺
し

合
い
、
最
後
に
残
っ
た
一
人
の
客
の
頭
は
、
店
主
の
振
り
お
ろ
す

大
き
な
斧
が
真
っ
二
つ
に
叩
き
割
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、

こ
の
店
に
入
る
客
は
め
っ
た
に
な
く
、
内
部
の
様
子
は
、
た
ま
た

ま
幸
運
に
も
並
木
の
蔭
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
で
そ
れ
を
見
た
と
言
う

酔
っ
払
い
の
話
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
外
か
ら
見
る
皇
具
暗
な
店

内
も
、
客
が
入
っ
た
時
に
は
火
花
が
飛
び
、
火
炎
と
硝
煙
が
上
が

り
、
血
飛
沫
と
と
も
に
、
ち
ぎ
れ
た
衣
服
や
指
の
先
が
、
歩
道
に

ま
で
飛
び
出
し
て
く
る
そ
う
だ
。

八
世
界
Ｖ
を
売
っ
て
い
る
店
の
向
か
い
側
に
八
文
字
Ｖ
を
売
っ

て
い
る
店
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
見
す
る
と
普
通
の
書
籍
店
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
一
風
変
わ
っ
て
い
る
。
店
先
は
壁
の
よ
う
に
高
く

積
み
上
げ
ら
れ
た
挨
だ
ら
け
の
妻
屋
篭
類
に
う
ず
も
れ
て
い
て
、
入

口
が
な
か
な
か
見
付
か
ら
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
入
口
の
扉

は
豪
華
本
の
皮
表
紙
を
模
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ド
ア
は
、

誰
に
で
も
簡
単
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
枚
目
の
ド
ア
を
開

く
と
、
次
か
ら
次
に
重
な
っ
た
薄
い
ド
ア
が
現
わ
れ
て
、
そ
れ
に

は
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
文
字
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
客
は
、

そ
の
文
字
を
声
を
出
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の

も
、
そ
の
声
を
内
部
か
ら
店
主
が
聞
い
て
い
て
、
読
み
終
ら
な
い

と
一
枚
ず
つ
の
扉
の
鍵
を
開
か
な
い
の
だ
。
次
か
ら
次
に
読
み
終

り
、
最
後
に
再
び
重
く
堅
い
皮
張
り
の
扉
を
開
く
と
、
店
の
内
部
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っ
て
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
め
に
な
る
。
そ
し
て
、
今
思

う
の
だ
が
、
も
の
書
き
に
と
っ
て
の
一
番
の
幸
《
福
と
い
う
の
は
、

自
分
の
読
者
だ
け
を
愛
し
、
決
し
て
他
の
も
の
書
き
と
接
触
し
な

い
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
わ
し
は
、
も
の
書
き
に
な
り
た
い
な
ど
と

い
う
若
僧
と
は
会
い
た
く
な
い
ね
。
と
っ
と
と
出
て
ゆ
き
た
ま

え
、
そ
し
て
、
事
実
を
読
み
た
ま
え
。
ラ
ン
ブ
ラ
ス
を
歩
け
ば
、

何
で
も
読
め
て
く
る
。
Ｖ

ぼ
く
は
唾
を
か
え
し
、
う
な
だ
れ
て
再
び
革
の
扉
を
手
に
す

る
。
外
に
出
る
と
、
黒
い
髪
の
少
女
が
ぼ
く
を
待
っ
て
い
る
。
だ

が
、
ぼ
く
は
も
う
何
も
買
い
た
く
な
い
し
、
誰
に
も
会
い
た
く
な

い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
ぼ
く
は
黙

っ
て
少
女
の
前
を
通
り
す
ぎ
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
少
女
は
ぼ
く

に
駆
け
寄
っ
て
き
て
、
顔
一
杯
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
そ
ん
な
に

放
心
し
た
よ
う
な
笑
顔
を
、
こ
れ
ま
で
ぼ
く
は
見
た
こ
と
が
無
か

っ
た
の
で
、
お
も
わ
ず
涙
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
凍
り
つ
い
た
ぼ

く
の
顔
は
動
か
な
い
。
彼
女
の
顔
も
、
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
の
風
景

の
一
部
分
と
し
て
、
町
並
み
に
張
り
付
い
て
見
え
る
。
だ
か
ら
ぼ

く
は
、
彼
女
を
振
り
切
る
訳
で
も
な
く
、
慰
め
る
訳
で
も
な
く
、

ま
っ
た
く
見
も
知
ら
ぬ
人
を
見
過
ご
す
よ
う
に
歩
く
。
驚
い
た
彼

女
の
顔
が
貝
殻
の
よ
う
に
剥
げ
て
ゆ
く
の
が
、
視
界
の
隅
か
ら
去

っ
て
ゆ
く
。
だ
が
、
そ
の
残
像
は
眼
の
隅
に
張
り
つ
い
て
、
い
つ

ま
で
も
つ
い
て
く
る
。

人
の
波
は
、
き
わ
め
て
不
規
則
に
道
を
流
れ
て
い
る
。
あ
る
時

は
、
横
に
連
な
っ
て
手
を
繋
ぎ
歌
を
う
た
い
、
あ
る
時
は
、
不
必

要
に
重
な
っ
て
押
し
あ
い
を
す
亀
か
と
思
う
と
、
群
集
は
急
に

と
ぎ
れ
、
艶
や
か
な
歩
道
が
湖
面
の
よ
う
に
人
並
を
映
し
出
す
。

空
白
な
時
間
が
歩
道
に
流
れ
、
今
度
は
脅
え
き
っ
た
群
集
の
ご
と

き
一
団
が
近
づ
い
て
く
る
。
一
団
の
中
心
に
は
、
な
に
や
ら
大
変

な
関
心
事
が
あ
る
ら
し
く
、
彼
ら
は
首
筋
を
揃
え
て
何
重
に
も
円

陣
を
重
ね
、
そ
の
人
垣
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
飛
び
掛
か
る

者
、
そ
の
後
で
飛
び
上
が
っ
て
は
内
部
を
覗
き
見
よ
う
と
す
る

者
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
の
中
心
の
静
か
な
移
動
に
つ

れ
て
、
足
を
も
つ
れ
さ
せ
な
が
ら
、
横
に
歩
い
た
り
、
あ
と
ず
さ

り
す
る
。
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
も
の
の
正
体
は
、
足
並
に
隠
れ

０
１
５
１
１

て
よ
く
見
え
な
い
が
、
何
や
ら
人
が
一
人
、
倒
れ
こ
ん
だ
ま
ま
地

面
を
這
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
奇
妙
な
行
為
者
に
対
し
て
、
人

々
の
意
見
は
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
一
人
の
青
年
が
駆
け
よ

っ
て
抱
き
起
こ
し
に
か
か
る
と
、
横
か
ら
邪
険
に
突
き
飛
ば
さ

れ
、
さ
ら
に
尻
を
蹴
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
一
団
の
外
に
弾
き

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
横
で
は
、
激
し
く
罵
り
合
い
を
す
る
お
か

み
さ
ん
同
志
が
、
互
い
に
空
を
見
上
げ
、
胸
に
十
字
を
切
り
な

が
ら
、
し
き
り
に
泣
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
騒
騒
し
い
取
り
巻
き
に

は
ま
っ
た
く
無
関
心
の
ま
ま
、
倒
れ
こ
ん
だ
男
は
蝿
牛
の
姿
勢
で

地
面
を
這
っ
て
い
る
。
も
う
す
で
に
、
そ
の
姿
で
か
な
り
の
距
離

を
這
っ
た
ら
し
く
、
肘
と
膝
に
は
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
て
は
い
る

が
、
そ
れ
も
最
早
す
り
き
れ
て
、
幾
筋
も
の
血
の
航
跡
が
残
っ
て

い
る
。
そ
の
血
の
跡
に
も
人
々
は
駆
け
寄
っ
て
脆
き
、
指
で
血
を

拭
い
、
自
ら
の
頬
に
な
す
り
付
け
な
が
ら
、
大
地
に
接
吻
す
る
。

の
た
う
つ
男
は
背
中
に
背
聖
を
縛
り
付
け
、
人
々
の
差
し
出
す
パ

ン
と
水
に
は
目
も
く
れ
ず
、
時
々
顔
を
空
に
向
け
、
苦
痛
に
震
え

な
が
ら
、
自
ら
仕
掛
け
た
受
難
の
姿
勢
に
よ
り
、
何
か
を
証
明
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
見
、
限
り
な
い
単
調
さ
へ
の
桃
戦

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
一
団
と
な
っ
た
取
り
巻
き
連
中
の
取

り
乱
し
た
姿
勢
と
の
滑
稽
な
対
比
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
実
は
、

彼
が
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
地
上
を
駆
け
ま
わ
る

人
間
の
姿
勢
、
歩
き
ま
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
救
わ
れ

よ
う
も
な
く
閉
じ
込
め
ら
れ
る
人
間
生
活
の
平
盤
さ
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
事
実
、
人
間
ど
も
は
、
か
く
も
大
勢
で
彼
を
と
り
囲
み

な
が
ら
、
彼
ら
自
身
の
方
が
動
き
も
と
れ
な
い
程
に
彼
の
虜
に
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
血
の
巡
礼
者
の
気
も
遠
く
な
る
程
ゆ
っ
く

り
と
し
た
歩
行
の
跡
に
は
、
謎
め
い
た
文
字
が
血
に
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
文
字
を
意
味
あ
り
げ
に
跨
ぎ
な
が
ら

歌
を
う
た
い
、
飛
び
跳
ね
な
が
ら
の
遊
戯
に
熱
中
す
る
子
供
た
ち

の
姿
は
不
気
味
だ
。
異
様
な
程
に
規
則
正
し
く
、
円
舞
す
る
姿
か

ら
は
子
供
ら
し
い
陽
気
さ
が
ぬ
け
落
ち
、
そ
の
た
め
そ
れ
は
、
ぎ

こ
ち
な
い
動
作
で
舞
い
狂
う
、
年
老
い
た
株
儒
た
ち
の
集
団
に
見

え
る
。
歌
の
文
句
は
定
か
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
調
子
は
ず
れ

の
童
謡
は
、
こ
の
地
方
独
特
の
節
廻
し
で
、
そ
れ
で
も
次
の
よ
う
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し

に
聞
き
と
れ
る
の
だ
。
八
白
い
杖
を
見
つ
け
た
ら
、
人
は
止
ま
っ

て
道
を
あ
け
、
優
し
い
ぼ
く
ら
は
手
を
貸
し
ま
し
ょ
う
。
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
お
導
き
。
盲
人
の
お
坊
さ
ん
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
ヘ
の
道

を
知
っ
て
い
る
。

いーー ＬＬ－

白
い
杖
が
鳴
っ
た
な
ら
、
人
は
止
ま
っ
て
ま
わ
れ
右
、
優
し

声
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
お
み
ち
び
き
。
盲

の
お
坊
さ
ん
は
ア
ラ
ゴ
ン
ヘ
の
道
を
知
っ
て
い
る
。

白
い
杖
の
差
す
と
こ
ろ
、
猫
も
鼠
も
喧
嘩
を
や
め
て
、
静
かドーｰ。

目い

ー５Ｕ

園
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行
く
手
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
お
み
ち
び

き
、
盲
目
の
お
坊
さ
ん
の
行
く
手
に
は
、
必
ず
奇
蹟
が
待
っ
て
い

る
。
Ｖす

で
に
夕
陽
が
子
供
た
ち
か
ら
長
い
影
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

長
い
影
と
の
対
比
か
ら
、
子
供
た
ち
の
身
長
は
奇
妙
に
縮
ん
で
見

え
る
。
赤
い
太
陽
は
、
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
の
延
長
線
に
沈
み
か

け
、
そ
の
下
か
ら
は
真
黒
な
針
の
よ
う
な
尖
塔
が
、
太
陽
を
突
き

刺
そ
う
と
し
て
い
る
。

再
び
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
は
夜
の
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て
き
て
い

る
。
店
々
に
は
ネ
オ
ン
が
点
り
だ
し
、
シ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に

も
光
が
入
る
。
そ
れ
ら
人
工
的
な
光
の
量
が
、
空
の
明
か
り
と
均

衡
を
保
つ
と
、
道
行
く
人
々
の
顔
は
、
街
の
薄
闇
の
中
に
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
風
船
の
よ
う
に
空
気
中
を
漂
い

な
が
ら
行
く
あ
て
も
な
く
、
港
か
ら
吹
き
よ
せ
る
わ
ず
か
ば
か
り

の
風
に
自
由
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
よ
う
と
し
て
精
一
杯
だ
。
ぼ

く
は
再
び
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
人
込
み
に
ま
ぎ
れ
、
こ

の
街
の
に
ぎ
わ
い
に
自
分
の
顔
を
忘
れ
、
肩
と
肩
の
触
れ
あ
い
に

人
類
の
平
均
体
温
の
よ
う
な
も
の
を
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
薄

闇
が
群
集
の
顔
を
消
す
。
顔
の
な
い
人
々
が
、
夜
の
カ
ク
テ
ル
光

線
の
中
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
突
然
な
に
か
の
は
ず
み
で
照
ら
し
出
さ

れ
る
顔
顔
顔
が
仮
面
の
よ
う
に
剥
れ
や
す
い
代
物
で
し
か
な
い
こ

と
に
気
付
き
、
立
ち
ど
ま
っ
て
恋
人
の
顔
、
妻
の
顔
、
を
し
げ
し

げ
眺
め
、
不
可
解
そ
う
に
接
吻
を
試
し
て
い
る
。
ふ
と
立
ち
止
ま

る
、
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
ぼ
く
の
顔
も
映
る
。
随
分
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
日
本
人
の
顔
だ
。
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
奥
か
ら
は
人

声
が
聞
こ
え
、
こ
れ
も
ま
た
顔
の
な
い
店
の
主
人
と
一
人
の
客
の

空
し
い
会
話
だ
。
だ
が
店
の
看
板
は
で
か
で
か
と
八
目
的
Ｖ
と
書

か
れ
て
い
る
。
八
そ
れ
で
、
ど
ん
な
目
的
が
い
る
の
か
ね
。
Ｖ
八
人

生
の
目
的
だ
よ
。
Ｖ
八
そ
り
ゃ
、
分
っ
と
る
。
こ
こ
に
来
る
客
は

皆
そ
う
言
っ
て
私
を
困
ら
せ
る
ん
だ
。
も
っ
と
具
体
的
に
言
っ
て

下
さ
い
よ
。
色
だ
と
か
、
柄
だ
と
か
、
サ
イ
ズ
と
か
を
は
っ
き

り
。
Ｖ
八
そ
う
い
う
こ
と
が
ぜ
ん
ぜ
ん
自
分
で
分
ら
な
い
か
ら
、

こ
こ
に
来
た
の
に
、
も
う
、
い
や
ん
な
る
な
あ
。
い
い
店
だ
と
聞

い
て
来
た
の
に
、
い
や
ん
な
る
な
あ
。
Ｖ
八
本
当
に
そ
ん
な
も
の

２
１
５
１
１

が
あ
な
た
に
い
る
ん
で
す
か
。
お
客
さ
ん
。
Ｖ
八
い
る
か
ら
買
い

に
き
た
ん
で
す
よ
。
は
っ
き
り
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
ぼ
く
の
人
生

に
は
目
的
が
な
く
て
、
手
段
ば
か
り
な
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
ぼ
く

は
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
大
学
を
首
席
で
出
た
し
、
い
や
信
じ
て
く
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
今
は
、
国

税
庁
の
課
長
な
ん
で
す
。
ま
だ
三
十
一
才
で
す
よ
。
し
た
が
っ

て
、
ぼ
く
の
生
活
は
こ
の
上
な
く
安
定
し
て
い
て
、
そ
の
手
段
に

於
て
は
万
全
の
能
力
を
か
ね
そ
な
え
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
、
人
生
の
目
的
に
つ
い
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
よ
。
そ
れ
も
こ
の
店
が
テ
レ
ビ
に
流
し
て
い
る
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
の
せ
い
で
す
よ
。
あ
の
い
ま
い
ま
し
い
例
の
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
で
す
よ
、
原
因
は
。
Ｖ
八
と
言
い
ま
す
と
ど
ん
な
文
句
で
し

た
か
ね
。
Ｖ
八
目
的
ノ
ナ
イ
人
生
ハ
、
ム
ナ
シ
イ
人
生
ダ
。
手
段

ダ
ケ
ノ
人
生
ダ
。
内
臓
ノ
ナ
イ
筋
肉
ダ
ケ
ノ
人
生
ダ
。
筋
肉
ダ
ヶ

ノ
兵
隊
サ
ン
、
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
ン
っ
て
い
う
や
つ
で
す
よ
。
…
…
Ｖ

一
日
中
歩
き
ま
わ
っ
た
挙
句
の
果
て
に
、
下
ら
な
い
会
話
を
聞

い
て
し
ま
い
、
ぼ
く
は
そ
そ
く
さ
と
食
事
を
済
ま
せ
て
ホ
テ
ル
に

戻
る
こ
と
に
し
た
。
ホ
テ
ル
の
サ
ロ
ン
に
は
、
ま
た
し
て
も
誰
も

居
な
か
っ
た
。
港
を
見
る
と
、
港
面
の
な
め
ら
か
な
闇
の
肌
は
、

わ
ず
か
ば
か
り
の
息
を
し
て
眠
る
人
の
腹
の
よ
う
に
揺
ら
め
い

て
、
夜
空
の
、
星
も
な
い
月
も
な
い
淋
し
さ
を
精
一
杯
掻
き
集
め

て
、
空
ろ
で
重
た
げ
な
半
透
明
の
幕
に
な
り
、
永
遠
に
底
の
な
い

真
暗
な
闇
の
底
を
見
せ
て
い
る
の
だ
。
ぼ
く
は
闇
の
シ
ー
ツ
に
顔

を
伏
せ
、
闇
の
底
を
覗
く
姿
勢
の
ま
ま
、
死
ぬ
よ
う
に
眠
れ
た
ら

良
い
と
思
う
。
眠
る
前
に
は
顔
を
外
し
、
名
前
を
消
し
、
闇
の
よ

う
に
見
え
な
い
も
の
に
な
り
、
静
か
に
音
も
な
く
半
透
明
の
夜
の

海
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
沈
み
込
み
、
未
だ
名
付
け
得
ぬ
も

の
、
生
ま
れ
得
ぬ
も
の
、
そ
れ
ら
無
名
の
も
の
と
死
者
の
よ
う
に

添
い
寝
し
て
、
朝
も
知
ら
ず
に
熟
睡
し
、
再
び
訪
れ
る
固
有
の
朝

な
ど
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
引
き
ち
ぎ
る
よ
う
に
、
窓
枠
か
ら
外
し
て

や
る
。
そ
し
て
、
も
し
目
が
覚
め
た
時
に
は
ア
ラ
ゴ
ン
ヘ
行
こ
う
。

何
時
で
も
よ
い
。
誰
に
起
こ
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
朝
に
起
こ
さ

れ
る
の
で
も
な
く
、
ぼ
く
自
身
の
生
命
力
が
目
覚
め
る
時
に
は
ア

ラ
ゴ
ン
ヘ
行
こ
う
。
（
つ
づ
く
）
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④海外の文化を訪ねる旅４鯉塑
９１露ｲ 幣智' ﾄ 雪只””‐創刊記念2 大企画
派行アサヒ ツアー参加者募集中

●日中友好孫文の生家を訪ねる旅
く香港･マカオ･中国中山県孫文中山故居〉
４日間／愛読者特別価格1 0 9 , 8 0 0 円
出発日→５月2 3日（金）
中国では、このたびポルトガ
ル領マカオとの国坑力琶十年
ぶりに解嬢されました ｡ そこ
で今回は、香港からフェリー
でマカオに入城し、陸蹄中国
本土へという初めてのコース。
孫文ゆかりの地を肋ね、瀧朝
時代の町並を舷無し、店家庭
図を眺めながら中図料理を。
香港･ マカオでの楢泊･ 概光も。

Ｂ豆

｡

②

｡

｡

内審

蹴斑i f m 】受
茜漆遍

荷港溢在

荷港周在

芯難く午騰X l j午櫛
１W 鯨は旧1 ｍ

仔負予定

ジエブト１１で塾艦へ

午前: 許諺ｎ厘曲
午隣血如月
擁u i I ，酎山“闇‘マ
カオツァー

ﾎﾃﾙ'二て側丈
二F &月図の逮へ

●ヨーロッパ文化の源泉を訪ねる旅
くローマ･フローレンス･ベニス･ヅｭ ﾈ ｰプ｡パリ〉
１３日間／愛読者特別価格378 , 0 0 0円
出発日→５月1 7日仕）
カンツォーネとイタリア料] 皿でローマの衣をお楽しみいただいた後は、
ルネッサンスの笹り商いフローレンス。美しい水の郁ペニスでは夜の
ゴンドラ遊び。白銀のモンプランに壷り､ 花のパリへ｡

IＩＥ

ＯＨｊ

⑳刺

“1１

０MＪ

、鴨

3 梢

内芥

皮Ｈ１兇

口・・マ劃
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Ｉ
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10伽
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（：ｊ茄( , 雌〉
リ露を

リ海在

バリ発８ : 侭

哩１１１爺Ⅱ: 0 ５
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駐IInIIl瓶
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認識設轍

共同企画/ 月刊旅行アサヒ･ 朝日海外旅行
・お問い合わせ、お申し込みは－
神戸市生田区東町1 1 3 の１大神ビル7 Ｆ月刊神戸つ子内
旅行アサヒ係ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6

●これからのお店の衛生管理はトータルサニテ
ィション（殺菌、防カビ、防殺虫、防ねずみ施
エ）の時代です。
・店舗、住宅を微生物（細菌､ 微) 微細害虫（ダ
ニ、コナダニ類) 、衛生害虫（ゴキブリ、ねずみ) 、
建物害虫（シロアリ、木喰虫ﾉ 、衣類害虫( イガ、
カツオブシムシ）からお守りします。
・書籍、骨蓋品、段通、毛皮製品等の保管につ
いてはご相談ください｡ ( 相談無料）

三洋化工株式会社
神戸市生田区中山手通1 丁目７５
電話(391)3195㈹．(331)6619．(321)2727
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笥
の
中
で
新
品
同
様
で
あ
っ
た
。
入
ご
み
に
操
ま
れ
て
い
る
と
、

ど
こ
か
で
客
を
突
き
放
す
用
心
深
さ
が
、
年
を
感
じ
さ
せ
な
い

ベ
ビ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
と
も
に
、
一
つ
の
愛
嬬
に
な
っ
て
、
べ
た
つ
い

た
サ
ー
ビ
ス
の
女
た
ち
の
中
で
却
っ
て
目
立
つ
存
在
に
な
っ
た
。

「
苑
ち
ゃ
ん
は
パ
パ
っ
子
だ
か
ら
ね
え
。
よ
ほ
ど
の
男
性
で
な
い

と
だ
め
な
の
よ
、
何
し
ろ
、
相
手
は
苑
ち
ゃ
ん
と
三
十
年
の
お
つ

き
合
い
で
飽
き
も
飽
か
れ
も
し
な
か
っ
た
仲
の
人
な
ん
だ
か
ら
、

最
強
の
ラ
イ
バ
ル
だ
わ
ね
」

マ
マ
が
世
馴
れ
た
芝
居
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
声
で
、
更
に
関
心
を

煽
り
立
て
る
よ
う
に
い
う
と
、
客
は
皆
一
様
に
、
お
ど
け
た
驚
き

の
表
情
で
そ
の
場
は
や
わ
ら
か
な
笑
い
に
ほ
ぐ
れ
た
。
中
に
は
、

真
顔
で
う
う
む
と
苑
子
の
顔
に
見
入
る
の
も
い
た
。

「
そ
り
ゃ
、
何
と
か
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
っ
て
奴
だ
。
あ
れ
は
男
と

寝
て
も
感
じ
な
い
そ
う
だ
ね
、
本
当
か
い
？
苑
ち
ゃ
ん
」

な
ど
と
、
つ
け
つ
け
と
顔
に
眺
め
入
ら
れ
て
、
ま
さ
か
、
と
笑

っ
て
返
し
な
が
ら
彼
女
は
心
の
ど
こ
か
で
た
た
ら
を
踏
ん
で
た
じ

ろ
い
だ
。

久
し
ぶ
り
に
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
れ
て
、
デ
パ
ー
ト
内
を
気
ま

ま
に
歩
き
回
り
な
が
ら
、
目
が
行
く
の
は
男
物
ば
か
り
な
の
に
気

が
つ
い
た
。

父
が
身
に
つ
け
る
物
は
す
べ
て
苑
子
が
選
ん
で
い
た
。
た
ま
に

母
が
買
っ
た
ネ
ク
タ
イ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
、
い
つ
ま
で
も
洋
服
箪

１
１５４
１

店
で
の
苑
子
は
、
当
初
か
ら
受
け
が
よ
か
っ
た
。

む
・田
ロ
佳
子

絵
／
田
中
徳
喜

●
第
４
回
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
作
品疲

労
感
と
喉
の
乾
き
を
覚
え
た
。
胸
も
膝
の
下
も
汗
ば
ん
で
い
る
。

喫
茶
室
に
入
っ
て
、
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
を
注
文
し
た
。
ガ
ラ

ス
で
仕
切
ら
れ
た
コ
ー
ナ
ー
は
、
他
に
初
老
の
母
親
ら
し
い
女
と

幼
児
を
つ
れ
た
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
の
女
が
飲
み
物
を
前

に
し
て
屈
託
な
げ
な
お
喋
り
に
興
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

苑
子
は
行
き
交
う
人
を
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
た
。

次
々
と
移
る
視
線
が
、
男
性
に
片
寄
る
の
を
自
分
で
も
意
識
し

て
い
る
。

そ
れ
は
、
父
の
年
代
の
人
で
あ
っ
た
り
、
昌
男
と
同
年
ら
し
い

人
で
あ
っ
た
り
す
る
。
昌
男
は
こ
の
頃
の
苑
子
の
生
活
の
中
で
、

こ
う
い
う
ぽ
っ
ん
と
し
た
滴
み
た
い
な
空
白
の
時
間
に
姿
を
現
わ

す
こ
と
が
あ
っ
た
。

思
い
出
す
と
い
う
優
し
い
時
間
の
難
よ
せ
で
は
な
く
て
、
い
き

な
り
、
ぽ
こ
ん
と
浮
き
出
る
の
だ
っ
た
。
も
と
も
と
、
激
し
く
背
き

合
い
憎
み
合
っ
て
争
い
の
果
て
に
別
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

愛
し
き
る
こ
と
も
、
憎
み
き
る
こ
と
も
で
き
ず
、
お
互
い
が
歯

に
何
か
挟
ま
っ
た
状
態
の
ま
ま
、
紐
が
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
に
し
て
別

れ
て
し
ま
っ
た
。

運
ば
れ
て
来
た
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
を
、
ス
ト
ロ
ー
で
か
き
ま

ぜ
る
と
、
半
透
明
な
液
の
中
を
レ
モ
ン
の
種
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
沈
ん

で
行
く
。
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「

種
が
揺
れ
な
が
ら
、
グ
ラ
ス
の
底
に
ゆ
っ
く
り
と
定
着
す
る
の

を
苑
子
は
じ
っ
と
み
つ
め
て
い
た
。

昌
男
の
精
子
と
自
分
の
卵
子
が
、
い
の
ち
と
し
て
子
宮
に
宿
っ

た
時
の
か
た
ち
と
い
え
ば
、
こ
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。軽

い
レ
モ
ン
の
種
は
、
水
の
抵
抗
を
く
ぐ
っ
て
ゆ
ら
め
き
な
が

ら
、
ど
こ
か
危
っ
か
し
さ
に
傾
い
て
下
り
て
行
く
。

自
分
た
ち
の
い
の
ち
の
種
も
、
た
め
ら
い
な
が
ら
宿
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
レ
モ
ン
の
種
に
対
す
る
水
に
似
た
抵
抗
感
は
自

分
の
側
に
は
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

結
合
し
た
自
分
が
、
昌
男
を
愛
し
て
い
た
と
い
い
き
れ
る
自
信

が
な
か
っ
た
か
ら
、
母
に
あ
ん
な
嘘
の
強
が
り
を
い
っ
た
の
だ
と

い
う
こ
と
を
苑
子
は
知
っ
て
い
る
。
心
か
ら
、
彼
の
子
を
産
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

彼
女
は
昌
男
と
体
を
合
わ
せ
て
も
、
加
え
ら
れ
る
力
以
外
、
何

も
感
じ
な
か
っ
た
。

「
ま
る
で
、
木
で
彫
っ
た
人
形
み
た
い
だ
」

彼
は
途
方
に
暮
れ
た
よ
う
な
声
で
苑
子
か
ら
離
れ
た
。
彼
の
体

が
、
う
っ
す
ら
と
汗
ば
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
苑
子
の
白
い
肌
は

ひ
ん
や
り
と
陶
器
の
よ
う
に
静
か
に
冷
え
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

＝毎＝衣－
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「
ど
う
し
た
の
か
し
ら
」

彼
女
は
不
安
そ
う
に
、
項
を
落
と
し
て
シ
ー
ツ
の
上
に
散
ら
ば

っ
た
ヘ
ア
ピ
ン
を
拾
い
集
め
な
が
ら
た
め
い
き
を
つ
い
た
。
昌
男

が
嫌
い
な
の
で
は
な
か
っ
た
。
嫌
い
な
ら
結
婚
な
ど
す
る
筈
が
な

か
っ
た
。
そ
の
思
い
が
苑
子
自
身
を
も
、
焦
燥
と
不
安
に
駈
り
立

て
た
。昼

間
、
彼
の
物
を
濯
ぎ
、
彼
の
た
め
に
調
理
し
、
彼
の
帰
り
を

待
っ
て
、
夜
に
な
る
と
少
し
も
疲
れ
て
い
な
く
て
も
彼
女
の
四
肢

は
眠
り
こ
ん
だ
。

度
重
な
っ
て
、
相
手
か
ら
詰
る
よ
う
な
不
満
の
色
を
ぶ
つ
け
ら

れ
る
と
、
彼
女
も
昂
ぶ
っ
て
追
い
つ
め
ら
れ
た
感
じ
で
、

「
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
の
せ
い
よ
ノ
．
」

と
口
走
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
夜
、
彼
女
は
暗
が
り
の
中
で
何
か
を
踏
ん
だ
。

柔
ら
か
く
て
冷
た
く
て
、
か
し
や
り
…
と
足
裏
に
触
れ
た
も
の

…
潰
れ
た
感
触
が
気
味
わ
る
か
っ
た
。

灯
を
つ
け
て
み
る
と
、
床
の
間
の
水
盤
に
活
け
ら
れ
た
椿
が
散

っ
て
、
そ
の
一
つ
が
踏
み
潰
さ
れ
て
い
た
。
椿
は
庭
に
何
種
類
か

植
え
ら
れ
て
お
り
、
姑
の
好
き
な
花
だ
っ
た
。
水
盤
の
も
姑
が
活

け
た
も
の
だ
っ
た
。
足
裏
で
冷
た
く
崩
れ
た
花
弁
の
、
し
め
や
か

な
感
触
は
、
姑
の
ま
な
ざ
し
を
思
わ
せ
た
。

、
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休
日
は
月
に
二
度
だ
っ
た
。

時
ど
き
、
父
が
仕
事
の
都
合
で
前
日
か
ら
来
て
泊
ま
っ
て
行
く

こ
と
が
あ
っ
た
。
時
に
よ
っ
て
は
、
小
さ
な
書
類
や
辞
書
を
抱
え

て
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ア
パ
ー
ト
に
移
っ
た
当
時
は
、
淋
し
い
だ
ろ
う
か
ら
と
い
わ
れ

る
と
、
本
当
に
淋
し
い
気
が
し
て
安
堵
し
た
よ
う
に
枕
を
並
べ
た
。

娘
の
頃
は
、
父
は
一
人
で
自
分
の
居
間
で
寝
て
お
り
、
苑
子
は

母
と
並
ん
で
寝
た
が
、
一
度
、
父
の
側
で
眠
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

高
校
に
入
っ
て
間
な
し
の
頃
だ
っ
た
。
風
邪
が
こ
じ
れ
て
高
い
熱

が
出
た
夜
、
苑
子
は
母
の
看
病
を
拒
ん
だ
。

い
つ
、
目
が
覚
め
て
も
じ
い
つ
と
上
か
ら
自
分
を
み
つ
め
て
い

る
よ
く
光
る
大
き
な
母
の
目
が
あ
っ
て
、
熱
で
弱
っ
て
い
る
苑
子

に
は
そ
れ
が
ひ
ど
く
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
た
。
普
通
な
ら
心
身
の
弱

っ
た
娘
に
と
っ
て
、
母
親
の
凝
視
は
心
強
い
精
神
的
な
保
謹
を
意

味
す
る
筈
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
苑
子
に
は
訳
の
わ
か
ら
ぬ
不
安

と
嫌
悪
感
が
つ
の
っ
た
。

苑
子
は
花
を
抜
き
取
り
、
庭
へ
投
げ
捨
て
た
。

今
も
っ
て
、
椿
の
こ
と
に
あ
ざ
と
い
紅
の
色
は
好
き
に
な
れ
な

い
。喫

茶
室
を
出
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
て
歩
い
て
行

く
と
、
階
段
の
踊
り
場
の
赤
電
話
が
目
に
入
っ
た
。
小
さ
な
男
の

子
を
連
れ
た
若
い
女
が
、
沢
山
の
買
物
包
み
を
持
っ
た
ま
ま
、
体

を
傾
け
る
よ
う
に
し
て
受
話
器
に
語
り
か
け
て
い
た
。

男
の
子
は
女
の
手
を
両
手
で
持
っ
て
揺
さ
ぶ
っ
た
。

あ
や
す
よ
う
に
、
宥
め
る
よ
う
に
女
は
に
っ
と
晩
ん
で
荷
物
を

持
っ
た
手
を
更
に
子
供
に
槌
ら
れ
な
が
ら
、
喋
り
つ
づ
け
る
。

と
う
と
う
彼
女
は
、
男
の
子
に
負
け
て
じ
ゃ
あ
…
と
受
話
器
を

置
い
た
。

苑
子
は
小
さ
な
迷
い
で
足
を
止
め
た
。
ダ
イ
ヤ
ル
を
み
つ
め
て

い
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
ま
っ
た
ら
し
く
人
垣
が
崩
れ
は
じ

め
た
の
を
見
て
唾
を
返
し
た
。
赤
電
話
は
人
の
陰
で
す
ぐ
見
え
な

く
な
り
、
彼
女
は
人
い
き
れ
に
巻
き
こ
ま
れ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
っ
た
。
鼻
先
す
れ
す
れ
に
、
ド
ア
が
閉
ま
っ
た
。

６
１
５
１
１

何
か
の
状
態
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
時
、
母
の
瞳
は
大
き
く
拡

が
り
、
褐
色
の
透
明
度
を
深
く
す
る
。

ガ
ラ
ス
玉
み
た
い
な
目
は
こ
ち
ら
に
、
深
く
食
い
こ
ん
で
離
れ

な
い
。
そ
れ
が
い
や
だ
っ
た
。

熱
で
時
ど
き
混
濁
し
た
意
識
の
間
を
縫
っ
て
、
母
の
咳
く
よ
う

な
読
経
の
声
が
聞
こ
え
た
。

香
の
煙
が
、
演
で
つ
ま
っ
て
い
る
は
ず
の
鼻
孔
を
更
に
ぴ
っ
た

り
と
封
じ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

木
魚
の
音
が
弱
っ
た
体
の
皮
膚
を
打
っ
た
。
本
当
に
音
っ
て
痛

い
も
の
だ
と
苑
子
は
そ
の
時
に
思
っ
た
。

そ
れ
が
、
夢
な
の
か
現
実
な
の
か
、
わ
か
ら
ず
に
苑
子
は
畔
い

た
。
自
分
が
、
ど
ん
ど
ん
違
う
次
元
の
世
界
に
ひ
っ
ぱ
り
こ
ま
れ

て
行
く
よ
う
な
、
心
も
と
な
い
墜
落
感
が
、
寸
断
さ
れ
た
意
識
を

危
う
く
繋
ぐ
。

う
と
う
と
と
す
る
こ
と
で
、
近
寄
っ
て
は
遠
の
く
母
の
き
れ
め

の
な
い
声
は
、
小
さ
な
無
数
の
虫
が
飛
ぶ
羽
音
に
似
て
い
た
。

銀
色
の
透
き
通
っ
た
小
さ
な
羽
を
ふ
る
わ
せ
て
、
触
角
を
ち
ら

ち
ら
さ
せ
た
、
ど
ん
な
種
類
と
も
わ
か
ら
ぬ
虫
が
聯
し
い
数
で
十

重
二
十
重
に
苑
子
を
襲
い
と
り
巻
く
。
払
い
の
け
て
も
、
払
い
の

け
て
も
息
苦
し
さ
は
つ
の
り
、
彼
女
は
何
度
か
父
を
呼
ん
だ
。

気
が
つ
い
た
時
、
母
は
い
な
く
て
パ
ジ
ャ
マ
に
カ
ー
デ
ガ
ン
を

ひ
っ
か
け
た
父
が
、
額
に
冷
た
い
タ
オ
ル
を
の
せ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
も
疲
れ
た
よ
う
だ
か
ら
交
代
し
た
よ
。
ず
っ
と
い
る

か
ら
心
配
し
な
い
で
眠
り
な
さ
い
」

安
堵
し
て
眠
っ
た
苑
子
は
夢
を
見
た
。

明
る
い
丘
の
上
に
、
ぽ
つ
ん
と
教
会
が
建
っ
て
い
る
。
丘
の
麓

か
ら
教
会
の
入
口
ま
で
、
白
く
て
長
い
石
段
が
つ
づ
い
て
い
た
。

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
裾
を
つ
ま
み
上
げ
た
苑
子
が
、
モ
ー

ニ
ン
グ
姿
の
男
に
腕
を
預
け
て
石
段
を
上
が
っ
て
行
く
。

男
は
や
さ
し
く
苑
子
に
何
か
話
し
か
け
る
が
、
何
を
い
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
苑
子
の
胸
は
は
ち
き
れ
そ
う
な
喜
び
で
、

弾
ん
で
息
苦
し
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

暖
か
な
光
を
掻
き
集
め
て
、
自
分
だ
け
に
注
が
れ
る
よ
う
な
…
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よ
い
香
り
が
自
分
の
足
も
と
か
ら
だ
け
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
よ
う

な
・
・
・
・

幸
せ
な
気
分
に
包
ま
れ
て
、
う
っ
と
り
と
見
上
げ
る
と
、
腕
を

貸
し
て
く
れ
て
い
る
男
の
顔
は
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
で
目
も
鼻
も
な
か

っ
た
。そ

れ
が
不
思
議
に
少
し
も
怖
く
も
不
気
味
で
も
な
く
て
、
み
つ

郷f T ーﾌ 霧謬＝＝号翠彩

鶴

？
」母

の
褐
色
の
眼
は
、
い
つ
も
の
よ
う

７
〃

１
５
１
１
．

識
榊

宏

呉預

ｒＬ和

な
れ
て
い
た
苑
子
は
、
意
地
の
わ
る
い

興
味
を
抱
い
た
。

彼
女
は
感
覚
の
半
分
が
、
ま
だ
夢
に

浸
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
気
恥
ず
か
し
く

微
笑
ん
だ
。

熱
と
は
別
の
熱
さ
が
苑
子
を
包
み
こ

ん
で
い
た
。

翌
日
、
熱
が
下
が
り
軽
い
食
事
を
と

り
な
が
ら
、
苑
子
は
夢
の
話
を
母
に
し

鍵 父
で
あ
っ
た
。
父
の
顔
を
し

立
ち
止
ま
る
と
、
身
を
か
が

め
て
い
る
と
ゆ
る
や
か
な
天

の
下
で
、
聡
明
そ
う
な
広
い

つ
、
パ
ズ
ル
の
文
字
を
族
め
｝

苑
子
は
安
心
し
て
微
笑
む
。

〃

か
せ
た
。

の
中
で
私
、
誰
と
結
婚
し
た
と
思

然
ウ
エ
ー
ブ
の
豊
か
な
髪
の
縁
ど
り

額
か
ら
眉
・
眼
・
鼻
・
唇
と
一
つ
ず

」
む
よ
う
に
し
て
男
の
顔
に
な
っ
た
。

。
男
の
顔
は
若
い
が
、
間
違
い
な
く

た
若
い
男
は
、
教
会
の
入
口
の
前
で

め
て
唇
で
苑
子
の
唇
を
包
ん
だ
。

温
か
で
や
わ
ら
か
な
、
肌
理
の
こ
ま

な
唇
の
感
触
に
目
を
開
く
と
、
自
分

み
つ
め
て
い
る
父
の
眼
と
出
会
っ

◎
たを力禽

ｦfラ

も
が
本
能
の
裡
に
ひ
そ
め
て
い
る
声

あ
り
、
一
つ
の
天
啓
だ
と
い
う
信
念

も
っ
て
い
た
。
ど
こ
か
ら
得
た
方
法

の
か
、
母
が
独
自
の
分
析
で
喜
ん
だ

母
は
眉
を
寄
せ
た
。
彼
女
は
予
言
と

なをで誰 同
様
、
夢
占
い
が
好
き
だ
っ
た
。
夢
は

上
に
建
っ
て
る
教
会
で
ね
、
白
い
長
い

う り
悲
し
ん
だ
り
す
る
の
を
日
頃
か
ら
見

石
段
を
上
が
っ
た
わ
」

五
臓
六
鮪
の
疲
れ
で
は
な
く
、
人
間
の

て
間

司

夢 「
私
、
夢
の
中
で
結
婚
し
た
の
。
丘
の
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に
苑
子
に
ぴ
た
り
と
吸
い
つ
い
て
こ
な
か
っ
た
。

彼
女
は
焦
点
の
決
ま
ら
ぬ
視
線
を
泳
が
せ
な
が
ら
、
苑
子
の
問

い
に
は
答
え
ず
に
い
っ
た
。

「
体
の
具
合
の
わ
る
い
時
の
、
結
婚
式
の
夢
は
よ
く
な
い
の
ょ
、

む
し
ろ
お
葬
式
の
方
が
い
い
の
」

「
で
も
、
私
は
幸
せ
だ
っ
た
わ
、
あ
ん
な
風
な
幸
せ
が
き
っ
と
本

当
に
く
る
ん
だ
と
思
う
わ
」

と
う
と
う
、
母
は
苑
子
の
夢
の
中
の
結
婚
相
手
に
は
関
心
を
示

さ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
花
婿
が
、
明
ら
か
に
他
人
の
体
を
も
ち
な
が

ら
、
父
親
の
顔
を
し
て
い
た
こ
と
を
母
は
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
し
て
や
、
苑
子
の
唇
に
残
っ
た
魅
惑
的
な
感
触
な
ど
、
い
く

ら
神
経
藍
集
中
し
て
も
、
母
に
は
わ
か
り
っ
こ
な
い
の
だ
と
思
う

と
彼
女
は
満
足
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
、
昌
男
と
交
渉
を
も
ち
、
彼
の
側
で
眠
り
な
が

ら
も
う
一
度
、
あ
の
夢
を
見
て
擢
く
よ
う
な
快
感
と
幸
福
感
に
浸

り
た
い
と
思
っ
た
が
一
一
度
と
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

あ
の
鮮
烈
な
思
い
、
秘
密
め
い
た
よ
ろ
こ
び
に
比
べ
る
と
、
夫

と
の
間
に
実
際
に
味
わ
う
感
覚
は
、
ど
こ
か
水
増
し
さ
れ
た
よ
う

な
鈍
い
も
の
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
。

父
が
ア
パ
ー
ト
に
泊
ま
り
に
く
る
と
、
目
ざ
と
い
近
所
の
主
婦

た
ち
が
、
愛
想
と
好
奇
心
を
織
り
混
ぜ
て
さ
も
親
し
そ
う
に
声
を

か
け
る
。

「
い
い
わ
ね
え
、
よ
っ
ぽ
ど
の
秘
蔵
っ
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

で
も
お
母
さ
ん
は
ち
っ
と
も
こ
ら
れ
な
い
の
ね
」

母
親
が
泊
ま
り
に
く
る
の
な
ら
わ
か
ら
ぬ
で
は
な
い
が
、
一
度

も
姿
を
現
わ
さ
ず
、
父
が
く
る
の
は
不
自
然
に
は
違
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
も
、
初
め
の
頃
は
一
人
暮
ら
し
を
案
じ
ら
れ
る
と
、
つ
い

甘
え
る
気
分
に
な
っ
て
い
た
の
が
こ
の
頃
の
彼
女
は
何
と
な
く
疎

ま
し
く
な
っ
て
い
る
。

父
の
衣
服
を
扱
う
と
、
ふ
う
つ
と
か
す
か
だ
が
、
泌
み
つ
い
た

線
香
の
匂
い
が
す
る
。

そ
れ
が
最
近
、
特
に
鼻
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
母
は
苑

子
が
一
度
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
時
ど
き
電
話
を
し
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。

家
に
い
て
も
、
あ
ま
り
話
し
合
う
こ
と
の
な
い
母
と
娘
で
あ
っ

た
。
元
気
？
と
い
っ
た
あ
と
、
苑
子
は
黙
り
こ
ん
で
し
ま
う
。

「
い
え
、
別
に
何
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
ど
う
し
て
い
る
か
と

思
っ
て
」

あ
ま
り
情
の
こ
も
ら
ぬ
声
で
、
う
だ
う
だ
と
近
所
の
噂
話
な
ど

が
つ
づ
く
。
今
の
苑
子
に
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
の
な
い
こ
と
な
の

で
、
つ
い
い
ら
い
ら
し
て
、
「
忙
し
い
の
、
ま
た
ね
」
と
こ
ち
ら

か
ら
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
結
婚
に
破
れ
た
娘
が
、
水
商
売

で
働
き
な
が
ら
の
一
人
住
居
を
訪
ね
る
勇
気
も
情
愛
も
な
い
母

は
、
「
え
え
、
あ
の
娘
も
幸
せ
に
行
っ
て
ま
し
て
ね
」
な
ど
と
、

相
変
ら
ず
の
見
栄
を
張
っ
て
生
き
て
い
る
に
違
い
な
か
っ
た
。

時
た
ま
、
自
分
か
ら
か
け
て
く
る
電
話
が
、
年
齢
か
ら
く
る
気

弱
さ
を
意
味
す
る
の
か
、
苑
子
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
切
ろ
う

と
す
る
と
、
声
色
を
変
え

「
昌
男
さ
ん
に
会
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
？
」
と
訊
ね
る
。

「
会
う
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
？
ど
う
し
て
そ
う
同
じ
こ
と
を
い
う

の
？
し
つ
こ
い
わ
ね
」

声
を
荒
ら
げ
る
と
、
長
い
鼻
息
が
聞
こ
え
て
、

「
そ
う
い
う
感
じ
が
す
る
か
ら
で
す
よ
」

と
い
う
。
甲
高
い
地
声
の
人
が
、
一
オ
ク
タ
ー
ブ
下
げ
て
、
ね

っ
と
り
と
絡
む
よ
う
に
、
そ
う
い
う
感
じ
が
す
る
と
い
う
の
は
聞

き
流
そ
う
と
し
て
も
苑
子
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
し
ま
う
の
だ
っ

た
。そ

の
い
い
方
は
、
臆
測
や
懸
念
と
は
違
っ
て
、
い
つ
も
の
予
感

を
確
か
め
よ
う
と
す
る
気
配
が
濃
か
っ
た
。
苑
子
は
不
快
と
、
反

掻
を
こ
め
か
み
に
、
ぴ
ん
ぴ
ん
感
じ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
の
母
は
、
苑
子
か
ら
見
る
と
自
分
の
勘
と
、
現
実
が

符
合
す
る
こ
と
だ
け
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
見
え
る
。
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
事
柄
が
、
実
際
に
現
実
化
し
た
時
の
こ
と

は
、
二
の
次
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
知
り
な
が

ら
、
苑
子
の
方
は
自
分
の
意
志
よ
り
母
の
予
言
か
ら
な
る
空
想
力

の
方
に
領
分
を
押
し
拡
げ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
じ
わ
じ

わ
と
彼
女
を
圧
迫
す
る
。
（
つ
づ
く
）
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